特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　2月21日　　448号
炭焼き体験（16日）前日の雨降りのためにやむなく延期　　　　-23日（土）午前10時　実施
集合　  ①　  近隣の皆さん・・・・・京田辺市立普賢寺小学校前・・ご集合ください。
　　　　　　　　　②　　遠方からの参加者・・・（近鉄利用者）10時三山木駅改札口・・ご集合　事務局が迎えにいきます
　　　　　体験内容　　　原木の釜詰作業　　約1時間　　着火　火の見守り（一晩）　　　　　24日空気調整
　改めて参加希望者募集　　

申込み先　FAX 0774-64-4183 　 記入内容　住所　氏名　年齢　連絡方法（携帯または普通電話番号）
前日の雨がかなり激しく降ったので原木運搬作業の予定でしたが、足場が悪いので延期しました。この日は京都府の地域力応援団活動体験会として広報いただき、大人4名と子どもさん2名の参加希望がありました。期待されていましたのに大変残念に思っています。ご都合がつきましたら23日に実行しますので、お越しください。　再度の申し込みお待ちしています。
17日　里山農園一斉行動　
翌々日はかなり晴れ上がりましたが寒さが大変厳しい中11名が参加して里山農園の一斉清掃を実施、農園用地の清掃を進めながら、原木の大半も運び出しました。しかし軽トラック2台分の原木が残ってしまいました。23日に運搬の予定です。またチエンソウなども使用しますのでぜひお越しください。昼食はご持参でお願いします。
木津川展　素晴らしい展示ができています。（17日から23日まで）
昨年の展示と比較して各団体さんの掲示物が洗練されていて、大変見やすくなっています。展示点数はかなり上回っているのですが、まとめ方や展示方法等に工夫がされています。出展団体も増加していて所狭しという状況です。木津川を理解するのには適当な規模と内容になっています。年々回を重ねるに従って木津川に対するみなさんの思いが深まっていることが伝わってきます。午前10時には開館していますので、是非お立ち寄りください。河川レンジャーが毎日出ていて、詳しく解説できるよう待機しています。22日には開場を出発点に木津川堤の散策などを通じて歴史散歩が企画されています。ご参集ください。
　
里山展始まる　19日～24日まで　　22日（金）は休館　　　
里山農園の第1次開発分が完成写真掲載
前号でもお知らせいたしましたが、今回の展示会では、特に森本さん出展の写真「赤富士」が逸品ではないかと思います。撮影者の森本さんはここ数年富士山の撮影に集中されているのですが、今回出展作品はシャッターチャンスに恵まれ、そして撮影技術、風景を読むこと、光線の移動と予想等、ありとあらゆる条件を勘案し、わずか数分間にレンズや器具を準備して、成功されたものです。彼いわく、「このような撮影チャンスには今後滅多に出会える事は無いでしょう、最初で最後になるかもしれないものです」との事でした。
その他、里山農園の第1次整備が完成した姿に多くの方々は感銘を受けられているのではないでしょうか。現地を知っておられる人から「これほど美しく出来るとはとても想像していなかった」との感想が寄せられています。それほど凄い手のつけられない放棄地放棄谷（イノシシの天国）だったのです。
丸山周辺部の放棄地をもう少し笹竹の刈りこみを進めると、更に素晴らしい景観が作りだされると思います。3月中に完成が出来ればと思っています。みなさん！ご協力下さい。みんなの力が少しずつ積み上げられればすごい里山再生の力になるでしょう。
恒例の青谷の梅林散策を開催します　3月10日　
近鉄富野荘駅　10時集合　徒歩50分で現地に到着　小雨決行　ご参集ください
持ち物は　弁当　飲み物　雨具をご用意ください。　参加費無料　集合時間に遅れないようにお願いします。　
申込不要　連絡先問合せ　責任者：山本さんまで（0774-52-5848）
淀川資料館　展示会の準備が始まる　　3月1日～17日　
河川レンジャーの福井さんが昨年木津川の山城大橋付近を中心に、いい川づくりのワークショップを4回にわたって開催されました。木津川本川は24ｋｍに及ぶ長くて地域や風俗等変化に富んでいるのですが、山城大橋付近を選んで、取り組まれました。その時々の苦労や成果を展示発表されます。ワークショップにご参加戴いた方々、またご協力いただいたみなさま、そして木津川に関心を持っておられる皆様のご参加を心からお願いします。場所はお隣の枚方市の淀川べりで国交省淀川河川事務所の西側に隣接する淀川資料館です。京田辺から車で約35分、駐車場もございます。是非一足お運び下さい。ご来場をお待ちしています。
第17回・自然と環境講演会にお越しください　
国会での論議が熱を帯びてきています。安倍総裁とオバマ大統領との首脳会談が目前に迫っています。その会談の主要な議題がＴＰＰへの参加か？不参加か？だと言われています。農業問題や環境問題に詳しい渡辺信夫顧問さんにお話をお願いしています。昨年末にエネルギー問題を中心にドイツへ研究に行ってこられて最新の情報も熱くお話いただけるのではないかと期待しています。間もなく忘れられない3月11日が目前です。原発再稼働の問題も心配です。ＴＰＰによる農業、そして高齢者には医療問題も非常に関心のあるところです。会員各位の万障繰り合わせ第17回自然と環境講演会にこぞってご参集お願いします。
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第17回自然と環境講演会　3月2日（土）13時開場　
京田辺市中央公民館　　講師・・渡辺信夫氏　　立命館大学講師
暮らしも地域・自然も壊す「原発震災とTPP」を考える
―「食・エネルギーの自給地域づくり」でふるさと再生と脱原発の道をー
農業への壊滅的な打撃、医療や福祉施策への影響が心配されます。
やましろ農協や医療関係者から問題提供がされています。
　　　　　その中身を知って日本国民の選ぶ道筋を学びましょう。
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